
「紀伊山地の霊場と参詣道」世界遺産登録 20 周年記念・令和６年度冬期企画展 

 

熊野の経塚 ～熊野本宮備崎と熊野古道～ 

 

平安時代後期の 11 世紀以降、末法思想の広がりを背景に、仏教の衰滅を恐れた貴族や僧侶が、

法華経などの経巻を経筒に入れ仏具類とともに地中に埋納しました。 

経塚と呼ばれるこれらの遺跡・遺構は、世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」に登録されてい

る熊野三山や熊野古道周辺にも数多く築かれており、熊野三山では新宮に権現山経塚、那智には

那智山経塚、本宮には備崎経塚があり、また熊野古道沿いの王子社や鬪雞神社境内など、熊野詣

と密接に関わる場所でも多くの経塚が発見されています。 

今回の企画展では、これまでの発掘調査や現地踏査などにより発見された出土資料を紹介しな

がら、熊野で経典を埋納した意味を改めて見つめ直します。 

 

【主  催】 田辺市教育委員会、田辺歴史民俗資料館 

【会  場】 田辺歴史民俗資料館 企画展示室（文化交流センターたなべる 2 階） 

【会  期】 令和７年３月１日（土）～３月２３日（日） 

【開館時間】 午前 9時 30分～午後 5時 

【休 館 日】 月曜日、３月 21日（金） 

【展示解説】 担当職員による展示解説を行います。 

3 月８日（土）、22日（土） いずれも午後１時 30分から 

【主な展示資料】 

Ⅰ 熊野古道沿いの経塚 

滝尻王子経塚出土資料、剣山経塚出土資料、近露王子経塚出土資料ほか 

Ⅱ 熊野三山の経塚 

備崎経塚群出土資料（薬師如来像レプリカ＝今回製作、鏡片、経筒片、合子片、保安２年銘 

経筒外容器レプリカ＝本宮館展示） 

那智山経塚出土資料（陶製経筒、陶製経筒外容器） 

Ⅲ 田辺の経塚 

 仮庵山経塚出土資料（常設展示室） 

 高雄山経塚出土資料（小型鏡、刀拵え金具類、古銭、青白磁合子ほか） 

 

【そ の 他】 関連イベントとして、備崎経塚の見学会を開催します。 

日時：令和７年３月２３日（日） 午後１時 30 分から【雨天中止】 

定員：２０名【要申込】 

申込締切：３月１８日（火） 

集合場所：田辺市本宮町備崎橋下の広場 

申込み、お問い合わせ先は、田辺市文化振興課（TEL：0739-26-9943）まで 


